
【学校教育目標】 やさしく 元気で 進んで学ぶ 杉谷っ子の育成」  

①学校は、保護者へ迅速且つ、確実に通知できる。 

②ホームページに掲載することで、保護者は、ス 

 マホやＰＣ等を利用して、文書をいつでもどこ 

 でも閲覧できる。 

③児童は、「カバン（机）の中に文書を入れっぱ 

 なし」を避けることができる。 

④担任は、文書配布の手間が軽減できる。 

⑤学校は、文書の作成に必要なコスト（印刷費・ 

 用紙代）が軽減できる。 

 

実施方法や詳しい内容には、 

配布した文書又は、ホームペ 

ージにも掲載していますので 

ご覧ください 

 

～ かがやく杉谷っ子のために ～ 島原市立第四小学校 

学校だより №59 

令和3年5月31日（月） 

文責：校長 大槻浩二 

杉谷っ子の心を見つめる教育週間 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発出文書のペーパーレス化について 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

5 月 31 日（月）から 6 月 6 日（日）ま

での 1 週間を「杉谷っ子の心を見つめる

教育週間」として、特に「命の大切さ」を

考える機会とし、様々な取り組みを実施

いたします。これまでは、地域の皆様にも

公開しておりましたが、コロナウイルス

感染症感染防止のため、昨年度より保護

者のみの公開としております。ご理解と

ご協力をお願いします。 
 

特に 6 月 3 日は、「いのりの日集会」を

リモートで実施します。本校出身者で昨

年まで雲仙復興事務所に勤務されていた

丸山寛起さんを講師にお迎えし、当時折

橋分校で小学生として経験されたことを

話していただきます。今年度、普賢岳噴火

災害から 30 年を迎えます。大切な時間

にしたいと思います。 

本校では、学校から発出する文書の一部

のペーパーレス化を実施します。事前に

行った保護者調査の結果において、次の

ような結果が得られたためです。 
 

①全世帯が「ホームページが確認できる」と回 

 答があったため。 

②全世帯の９５％において、「ペーパーレス化 

 に影響がない」との回答があったため。 

③全世帯が「あんしん安全メール」に登録して 

 いるため。 
 

ペーパーレス化により次のようなメリ

ットが想定しています。 

 

 

教育週間中の主な取り組み 

5 月 31 日 全校朝会（校長講話） 

キャンドル作り（4 年） 

6 月 1 日 命に関する読み語り 

あいさつ運動 

  2 日 ホタル捕り（6 年・青少協） 

  3 日 いのりの日集会 

 3･4 日 道徳の授業参観・学級部会 

期間中 さわやかあいさつ運動 

情報モデル啓発学習 

四小スタンダート重点取組 

 

保護者の皆様には、授業参観を 2 日間

に分散して行います。詳しい内容につい

ては、各学級よりお知らせがあると思い

ますので、ご参加・ご協力をお願いいた

します。 



【学校教育目標】 やさしく 元気で 進んで学ぶ 杉谷っ子の育成」  

言葉の力（全校朝会講話） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

※ ホームページに運動会の動画や写真を 

 アップロードしています。コロナの影響 

 で参観できなかった方もご覧ください！ 
 

第四小学校ホームページ 
【ＵＲＬ】 https://4sho.shimabara-edu.com/          ←QRコードで 

※ 今年度も様々な情報を upします！               ジャンプ！ 
 

（前略） 日本では昔から、言葉には霊の力

が宿ると考えられてきました。それを難しい

言葉で「言霊（ことだま）」といいます。言霊

とは、言葉一つ一つには力があって、その言

葉を口にすればその通りになるという意味

です。「良い言葉」「きれいな言葉」を口にす

れば良い結果やきれいな心になり、「悪い言

葉」や「汚い言葉」は口にすると「悪い結果」

や「汚い心」になるという考え方です。すべ

て正しいわけではないと思いますが、言葉に

は良くも悪くも大きな力があるのです。 
 

「できる」「大丈夫」などのプラスの言葉をた

くさん使えば、明るく前向きな心になりま

す。そんな言葉は、まわりの友達も元気にし

ます。逆に「自分なんてダメだ」「無理だ」な

どマイナスの言葉を使えば、暗く後ろ向きな

心になり、聞いている友達も嫌な気持ちにな

ってしまいます。それから、口癖のようにつ

い『バカ』という言葉を使ってしまう人はい

ませんか。もっとひどいのは「死ね」とか「ウ

ザイ」とか使っていませんか。そんな言葉は、

自分の心を一番ダメにするのです。 
 

「人が一番よく聞くのは、だれの言葉です

か。」「それは自分自身の言葉です。ほかの人

に言われた言葉より、自分が心の中で言って

いる言葉を一番たくさん聞いているのです。 
 

だから、人に『バカ』とよく言う人は、その

『バカ』という言葉を自分の心が一番聞いて 

います。嫌な言葉、汚い言葉を使う人は、そ

の言葉を自分の心が一番聞いているのです。 
 

四小では、人が嫌がること悲しくなること

は、絶対言わない、許さない！これが、みん

なの約束です。汚い言葉、マイナスの言葉を

使わず、プラスの言葉、自分も相手も心地よ

い言葉を使うことが大切です。 
 

口癖になるほどに、前向きな言葉を使いまし

ょう。『楽しい！』『絶対上手くいく！』「絶対

できる！」『大丈夫！』「がんばれ！」「ありが

とう！」そんな言葉を使って、未来を明るく

変えるのです。言葉の力は人生を変えるほ

ど、大きなものです。 
 

友達の言葉から勇気づけられたり、元気にな

ったりした人もいると思います。そんな友達

に感謝する、お家の方や先生方に感謝する言

葉「ありがとう」や元気な挨拶の言葉「おは

ようございます」「こんにちは」「さようなら」

等元気に言えて、自分も友達も元気になる、

地域の人にも元気をいっぱい届ける。この小

さなことが、「命を大切にする」ということに

つながります。 


